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（１）－① 東三河地域の総人口の推移

• 東三河の人口は、高度経済成長期の後半（1965年～1975年）に大きく増加し、その後も増加を続けたが、2008年11月の約773千人を
ピークに減少に転じている。

• 国立社会保障・人口問題研究所の推計（2018年3月公表）によれば、2045年の東三河の人口はピーク時から約137千人減少し、約635
千人（減少率約18％）となる。

• なお、2040年の人口は約661千人であり、前回推計値（約654千人。2013年3月公表）より、約8千人多くなっている。

①

出典：愛知県統計課「愛知県統計年鑑」（1975年まで）
総務省「国勢調査」（1980年から2015年まで）
国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2020年以降。H30.3推計）

※2020年以降は推計値（国立社会保障・人口問題研究所推計）
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1964年
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（東京～名古屋～大阪）、
東京オリンピック

1971～74年
第２次ベビーブーム

1978年
豊橋技術科学大学開学

1979年
トヨタ自動車田原工場操業開始

1991～93年
バブル経済崩壊

2001年
ラグーナ蒲郡開業

2009年
リーマンショック

2012～14年
名豊道路開通（2012豊橋BP、
2013豊橋東BP、2014蒲郡BP）

2015年
新東名高速道路（新城IC）、
国道151号（新城BP）開通

2019年
三遠南信自動車道

（佐久間川合IC～東栄IC）開通

2021年（予定）
東京オリンピック

2027年（予定）
リニア中央新幹線開業

（東京～名古屋）

東三河地域人口のピーク
772,812人（2008年11月）

1966年
ひのえうま

2045年の東三河地域の推計人口
635,413人

1969年
東名高速道路
（豊川IC）開通



（１）－② 東三河地域の総人口の推移（愛知県全体との比較）

• 愛知県人口動向調査結果（2020年年報）によれば、県全体の人口は1956年の調査開始以来、初めて年間増減数
が減少に転じた。各月１日時点の人口では2019年11月の755万5402人がピークとなった。国立社会保障・人口問
題研究所は、2020年に約751万人となりピークを迎えると推計していた。なお、2020年10月1日時点の人口は社人
研推計を上回る約754万人となっている。

• 東三河地域は、2008年の約773千人をピークに県内で先行して人口の減少局面を迎えており、2020年10月現在
の人口は約746千人（県人口に占める割合：9.9％）となっている。

②

出典：愛知県統計課「愛知県統計年鑑」（1975年まで）、総務省「国勢調査」（1980年から2015年まで）
国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2020年以降。2018.3推計）
愛知県人口動向調査結果

東三河地域人口のピーク
772,812人（2008年11月）

社人研推計
愛知県人口のピーク
7,505,224人（2020年）
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2019年10月 7,552,873人

2020年10月 7,541,123人

社人研推計
6,899,465人（2045年）

社人研推計
635,413人（2045年）
（全県人口の9.2％）

県人口動向調査

2019年10月 750,981人

2020年10月 746,869人

（全県人口の9.9％）

愛知県人口のピーク
7,555,402人（2019年11月）



（１）－③ 東三河地域の総人口の推移（人口ピラミッド、出生数）

• 東三河地域の人口ピラミッドは、2040年には、団塊世代及び団塊ジュニア世代が高齢者となり、いわゆる「棺桶型」になる。

• 東三河地域の出生数は、2004年から2015年の12年間は年間６千人台であったが、2016年から2019年の４年間は５千人台と
なった。４千人台が目前に迫っており減少スピードが加速している。

③
出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」(2018.3推計）、愛知県人口動態統計（2020.7）

2015年の総人口 757,453人（全県の10.1％）
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（２）-① 東三河地域の人口動態（日本人住民・外国人住民別）

• 東三河地域の日本人住民の減少率は拡大傾向にあるが、外国人住民は2016年以降増加しており、2020年1月1日時点の外
国人住民は2019年に比べ3,019人増の31,997人となっている。

• 2020年1月1日時点における外国人住民の比率は4.20％となり、愛知県3.62%（全国2位）、東京都4.17%（全国1位）を上回る。

④出典：総務省「住民基本台帳に基づく、人口、人口動態及び世帯数調査」。総人口の単位は人。増減率は、前年同時期に比べた増加率、％。

愛知県の人口
7,541,123人
（2020年10月）

【社人研の推計】
2020年 7,505,224人
2025年 7,455,615人
2030年 7,359,302人
2035年 7,227,958人
2040年 7,070,766人
2045年 6,899,465人

2015～2020年の総人口の推移（東三河地域、愛知県）

東三河地域
人口のピーク
772,812人
（2008年11月）

【社人研の推計】
2020年 746,181人
2025年 729,645人
2030年 709,623人
2035年 686,632人
2040年 661,410人
2045年 635,413人



（２）－② 東三河８市町村別の人口動態（外国人住民）

• 2015年以降の外国人住民の増減率を市町村別に見ると、５市及び豊根村では増加しており、設楽町及び東栄町では減少してい
る。2015年と2020年の比較では、新城市（58.38%）、蒲郡市（47.84%）の順で高くなっている。

• 2020年1月1日時点における外国人住民の比率は、豊橋市（5.07%）、蒲郡市（4.05%）、豊川市（3.65%）の順で高く、愛知県全体
（3.62%）を上回る。

⑤

2015～20年の総人口の推移（東三河８市町村）

出典：総務省「住民基本台帳に基づく、人口、人口動態及び世帯数調査」。外国人の単位は人。増減率は、前年同時期に比べた増加率、％。



（３） 東三河地域の20～39歳の男性人口に対する女性人口（都道府県との比較）

• 20～39歳の男性100人に対する同世代の女性数を都道府県別にみると、愛知県は89.3人であり全国で３番目に少ない。

• 東三河地域は87.0人（女性70,566人／男性81,071人≒0.870）であり、愛知県より2.3人少ない。

⑥
出典：総務省「住民基本台帳年齢階級別人口（都道府県別）（日本人住民）」（2020年1月1日現在）

全国：95.5人

20～39歳の男性100人に対する同世代の女性数（都道府県、東三河地域） ※日本人のみ



（４）－① 東三河８市町村別 年齢３区分別人口の推移①

• 0～14歳人口（年少人口）は、概ね1980年代には減少に転じ、豊橋市、豊川市では2000年頃、その他の市部では1995年頃、
山間部では1980年頃に老年人口を下回った。

• 15～64歳人口（生産年齢人口）は、豊橋市、豊川市、田原市においては2000年頃まで緩やかな増加を続けたが、その後減
少となっている。その他の市部では、1995年頃までは横ばいであったが、その後減少に転じている。山間部は一貫して減少
している。

• 65歳以上人口（老年人口）は、市部において増加が続いているが、山間部では2010年頃から減少に転じている。

• 2018年3月の社人研の推計においては、豊川市、蒲郡市及び東栄町では、2040年時点の推計人口が前回2013年3月の推
計値を上回った。

※2020年以降は推計値（国立社会保障・人口問題研究所推計）

出典：総務省「国勢調査」
国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2018.3推計）（2013.3推計）
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（４）－② 東三河８市町村別 年齢３区分別人口の推移②

※2020年以降は推計値（国立社会保障・人口問題研究所推計）

出典：総務省「国勢調査」
国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2018.3推計）（2013.3推計）
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（４）－③ 東三河８市町村別 年齢３区分別人口の推移③
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出典：総務省「国勢調査」
国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2018.3推計）（2013.3推計）



（４）－④ 東三河８市町村別 年齢３区分別人口の推移④

⑩

出典：総務省「国勢調査」
東三河広域連合「東三河創生戦略 東三河人口ビジョン」（2020.1）」
国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2018.3推計）

【参考】東三河広域連合「東三河創生戦略 東三河人口ビジョン」における人口の将来展望

「構成市町村及び広域連合が、地方創生を推進し、出生率を向上させ、転出超過を改

善していくことにより、2060年における東三河の人口61万人を目標人口とする。」
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（５）－① 東三河８市町村別 人口増減率・高齢化率の推移①

• 国立社会保障・人口問題研究所の推計から、市町村別に2045年までの人口増減率をみると、最も人口を維持で
きるのが豊川市、次いで豊橋市となっており、一方、山間部では減少幅が大きくなっている。

• 年齢３区分別人口割合を見ると、2015年時点で高齢化率（65歳以上人口割合）が高いのは山間部（47.4～
48.8％）、最も低いのが豊橋市（24.1％）であるが、2045年時点の高齢化率は、山間部で55.8％～62.2％、最も低い
豊川市で34.0％と見込まれており、東三河地域全体では9.9ポイントの上昇となっている。

11
出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2018.3推計）
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（５）－② 東三河８市町村別 人口増減率・高齢化率の推移②

• 国立社会保障・人口問題研究所の推計によれば、2015年と比べ、2035年以降に新城市や山間部、2045年以降は
田原市において、人口減少が急速に進んでいくことが見込まれている。

• 一方、豊橋市、豊川市、蒲郡市では、これに比べ、人口減少が緩やかに進んでいくことが見込まれている。

• 東三河地域全体では、2015年比で2025年は96.3、2035年は90.7、2045年は83.9と推計される。

2025年 2035年 2045年

12

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2018.3推計）



（６）－① 東三河地域の転入転出の状況【東三河全体】

• 2019年における東三河地域の転出入は、1,666人の転出超過となっている。

• 地域別では、東京圏（東京・埼玉・千葉・神奈川）及び静岡県以外の県外に対して転入超過、東京圏、静岡県及び県内の
名古屋市・尾張・西三河に対しては転出超過となっている。

⑬

東三河における転出入の状況（2013年～2019年） ※日本人のみ

東京圏（県外）
2013年：▲469人
2016年：▲801人
2017年：▲675人
2018年：▲878人
2019年：▲904人

その他の県外（東京圏・静岡以外）
2013年：322人
2016年：232人
2017年：307人
2018年：241人
2019年：186人

名古屋市
2013年：▲473人
2016年：▲507人
2017年：▲531人
2018年：▲625人
2019年：▲679人

西三河
2013年：▲148人
2016年：▲381人
2017年：▲286人
2018年：▲34人
2019年：▲42人

静岡県（県外）
2013年：142人
2016年：▲26人
2017年：36人
2018年：27人
2019年：▲80人

尾張（名古屋市以外）
2013年：▲188人
2016年：▲241人
2017年：▲105人
2018年：▲94人
2019年：▲147人

出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」
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（６）－② 東三河地域の転入転出の状況（男女別・年齢階級別）【東三河全体】

• 2019年の転出入の状況を男女で比べると、男性は776人の転出超過、女性は890人の転出超過となっている。

• 地域別に見ると、男女とも、東京圏（男性463人、女性441人）、名古屋市（男性300人、女性379人）の順で転出超過が大き
くなっている。男女とも東京圏以外の県外に対しては転入超過（男性61人、女性45人）。

• 年齢別では、男女とも、20歳代前半の若年者の転出超過数（男性320人、女性464人）が最も大きくなっており、男女とも、
東京圏（男性232人、女性235） 、次いで名古屋市（男性131人、女性184人）への転出超過が大きくなっている。

出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」 ⑭

５歳階級別純移動数（東三河・女性）
転
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（人） ５歳階級別純移動数（東三河・男性） （人）

※日本人のみ



（６）－③ 東三河地域の転入転出の状況【外国人含む。市町村別】（参考）

• 総務省「住民基本台帳移動報告」では、2018年の結果から、移動者数は日本人と外国人を合わせた数とされた。

• 同報告は、日本国内における人口移動の情報を集計したもので、国外からの転入者及び国外への転出者は含まれていな
いため、社会動態の全体を表したものではないが、参考に、東三河の市町村の結果を以下に示す。

• 東三河全体では、2019年は2018年よりも日本人・外国人ともに減少人数が増えている。

• 2018年と2019年の差を見ると、豊川市、田原市、東栄町、豊根村の４市町村では、日本人・外国人ともに増加、もしくは減
少が改善している。

⑮
出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」



（７）－① 転入・転出理由アンケート 【集計の概要】

• 集計対象月：2019年10月から2020年3月の6か月

• 件数： 8,965件 ※内訳：豊橋市 5,735件（64.0%）、豊川市 332件（3.7%）、蒲郡市 576件(6.4%）、

新城市1,022件（11.4%）、田原市 1,186件（13.2%）、設楽町 16件（0.2%）、

東栄町 73件（0.8%）、豊根村 25件（0.3%）

＜回答の属性＞

・転入 3,922件（44%） ※内訳：男性2,321件（59.2%）、女性1,598件（40.7%）、未回答3件（0.1%）

・転出 5,036件（56%） ※内訳：男性2,875件（57.1%）、女性2,158件（42.8.%）、未回答3件（0.1%）

・未回答 7件（0%）

⑯



（７）－② 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【地域別】

• 全ての地域において転入・転出の理由の１位は「職業上」となっており、その回答割合は、転入では５９．０％（西三河）～９４．１％
（海外）、転出では６８．６％（海外）～８２．３％（県外その他）となっている。

• 前年同期（2019年４月～９月）と比較すると、「西三河」への転出理由の「職業上（１６．６ポイント減）」、「海外」からの転入理由の「職
業上」 （１４．８ポイント減）、「静岡」からの転入理由の「職業上」 （１１．６ポイント減）が目立っている。

⑰

地域名
東三河地域への転入 東三河地域からの転出

人数 主な理由(その他除く) ※【 】は前年同期 人数 主な理由(その他除く) ※【 】は前年同期

県内

名古屋
196

（5.7%）

職業上：６７．９％ 【７４．７％】
結婚等： ９．７％ 【 ６．０％】
学業上： ２．６％ 【 ３．６％】

424
（10.4%）

職業上：７８．５％ 【７５．９％】
結婚等： ７．３％ 【 ９．７％】
学業上： ４．５％ 【 ３．５％】

尾張
225

（6.6%）

職業上：６８．４％ 【７８．４％】
結婚等： ７．６％ 【 ７．０％】
住 宅： ４．０％ 【 ３．２％】

400
（9.9%）

職業上：７８．０％ 【７６．８％】
結婚等：１０．３％ 【 ９．３％】
学業上： ３．３％ 【住宅：３．７％】

西三河
324

（9.5%）

職業上：５９．０％ 【７５．６％】
結婚等：１０．２％ 【 ６．５％】
住 宅： ９．９％ 【 ５．０％】

621
（15.3%）

職業上：７２．１％ 【７８．８％】
結婚等：１１．９％ 【１１．０％】
住 宅： ４．８％ 【 ２．８％】

県外

東京圏
173

（5.1%）

職業上：７６．９％ 【７４．７％】
結婚等： ２．９％ 【学業上：７．０％】
学業上： ２．３％ 【結婚等：４．３％】

561
（13.8%）

職業上：８２．０％ 【８４．６％】
学業上： ６．１％ 【 ５．０％】
結婚等： ２．７％ 【 ４．７％】

静岡県
207

（6.0%）

職業上：６６．２％ 【７５．９％】
結婚等： ７．７％ 【 ７．０％】
住 宅： ３．４％ 【 ５．５％】

430
（10.6%）

職業上：７０．９％ 【８２．５％】
結婚等：１０．９％ 【 ７．５％】
住 宅： ４．７％ 【 ２．８％】

その他
557

（16.3%）

職業上：７２．５％ 【７６．２％】
学業上：１０．８％ 【１０．４％】
結婚等： ５．０％ 【 ３．５％】

1,144
（28.2%）

職業上：８２．３％ 【８３．８％】
学業上： ４．９％ 【結婚等：４．５％】
結婚等： ３．２％ 【学業上：３．４％】

海外
1,741

(50.9%)

職業上：９４．１％ 【９０．５％】
学業上： ２．８％ 【結婚等：４．２％】
生活環境：０．２％ 【学業上：３．０％】

478
(11.8%)

職業上：６８．６％ 【８３．４％】
学業上： ５．６％ 【 ５．１％】
生活環境１．８％ 【結婚等：１．２％】

合計
3,423

（100%）

職業上：８１．５％ 【８２．２％】
学業上： ３．９％ 【 ５．０％】
結婚等： ３．５％ 【 ４．７％】

4,058
（100%）

職業上：７７．１％ 【８１．８％】
結婚等： ６．２％ 【 ６．４％】
学業上： ４．２％ 【 ３．１％】

【参考】８市町村内 497
職業上：３２．４％ 【４６．１％】
結婚等：１７．７％ 【１７．１％】
住 宅 ：１３．７％ 【１３．０％】

973
職業上：３８．７％ 【４９．５％】
結婚等：２０．５％ 【１８．３％】
住 宅：１１．３％ 【１２．４％】



1,326 

1,136 

91 

62 

285

137

77

43

287 

160

92 

60

転出理由

転入理由

女性

2,180 

1,814 

86

82 

163

72 

112

88 

217

166 

117

99 

転出理由

転入理由

男性
職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

（７）－③ 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【男女別】

• 転入・転出の理由を男女別で見ると、男性では、「転入」では「職業上」が78％、次いで「住宅」が4％となっており、「転出」
では「職業上」が76％、次いで「結婚等」が6％ となっている。

• 女性では「転入」では「職業上」が71％、次いで「結婚等」が9％となっており、「転出」では「職業上」が61％、次いで「結婚
等」が13％となっている。

• 男女の比較では、女性の「結婚等」を理由とする割合は、「転入」で男性の約2倍、「転出」で男性の約1.8倍となっている。

• 前年同期（2019年4月～9月）との比較では、主な理由の回答割合（参考１）には大きな変化は見られない。 「職業上」を理
由とする転入出先の回答割合（参考２、３）を見ると、海外からの転入の割合が増加している。

（単位：件）

⑱
（4%）

（2,875）

【参考２】 「職業上」を理由とする転入出先（男性）

＜転出＞
尾 張 16% （14%）
西三河 15% （11%）
東三河 9% （ 8%）
静岡県 10% （13%）
東京圏 12% （12%）
その他 28% （33%）
海 外 10% （ 9%）

【参考３】 「職業上」を理由とする転入出先（女性）

＜転入＞
尾 張 7% （ 9%）
西三河 5%   （6%）
東三河 6%   （5%）
静岡県 5%   （8%）
東京圏 4%   （4%）
その他 11% （20%）
海 外 62% （47%）

＜転出＞
尾 張 22% （16%）
西三河 10% （10%）
東三河 13% （14%）
静岡県 6% （14%）
東京圏 15% （11%）
その他 25% （28%）
海 外 9 %（ 8%）

＜転入＞
尾 張 11% （ 9 %）
西三河 8%   （7%）
東三河 5%   （5%）
静岡県 4%   （8%）
東京圏 5%   （5%）
その他 15% （22%）
海 外 52% （43%）

（78%）

（4%）

（76%）

（9%）

（6%）

（2,321）

（1,598）

（2,158）

（71%）

（4%）

（61%）

（13%）

（4%）

○男性
転入：職業上82％、学業上6％
転出：職業上82％、結婚等4％

○女性
転入：職業上74％、結婚等10％
転出：職業上69％、結婚等13％

【参考１】 前年同期における
主な理由（上位２つ）

※【参考２】、【参考３】のかっこ内の数字は、前年同期の値

（4%）
（3%）

（3%）
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105

59
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40-44
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50-54

55-59

60-64

65
以

上

女性
未回答

その他

住宅

結婚等

学業上

職業上

60
（9.2%）

1,000

800

600

400

200

0

53 
(7.8%)

0

200

400

600

800

 0-14

15-19

20-24

25-29

30-34

35-39

40-44

45-49

50-54

55-59

60-64

65
以

上

男性
未回答

その他

住宅

結婚等

学業上

職業上

（７）－④ 転入・転出理由アンケート 転入転出の理由【男女別、年齢別】

• 転入出の理由を年齢別で見ると、男性では、「職業上」の理由で転入出する人の割合が高くなっている。20-24歳の「転入」の
理由として「学業上」を理由とする割合が7.8%と他の年代に比べ多くなっている。25-29歳の「転出」の理由として「結婚等」割
合が9.2％と高い。

• 女性も、「職業上」の理由で転入出する人の割合が高くなっている。また、20-34歳の転出の理由として「結婚等」を理由とす
る割合が、15.1%（218/1,447件）と高くなっている。

⑲

転
入

（人）

（歳） （歳）

（人）

557

885

692

556

転
出

340

472

654

283

681

331

205

392

結婚等
20歳-24歳････ 54件
25歳-29歳････105件
30歳-34歳････ 59件
20歳-34歳計･･218件



988 

885 

72

50

164

67

23

20

106

53

41

22

転出理由

転入理由

女性

1,442 

1,229 

71

68 

86

30 

35

18 

78

37 

55

36 

転出理由

転入理由

男性

職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

【参考３】 「職業上」を理由とする転入出先（女性）

【参考２】 「職業上」を理由とする転入出先（男性）

（７）－⑤ 転入・転出理由アンケート 転入転出の理由【若年(15～29歳)・男女別】

• 15～29歳の若年男性について、転入・転出の理由を割合で見ると、「転入」では「職業上」が87％、次いで「学業上」が
5％となっている。「転出」では「職業上」が82％、次いで「結婚等」が５％となっている。

• 15～29歳の若年女性では、「転入」では「職業上」が81％、次いで「結婚等」が6％となっている。「転出」では「職業上」が
71％、次いで「結婚等」が12％となっている。

• 男女の比較では、女性の「結婚等」を理由とする割合は、「転入」「転出」とも男性の約2倍となっている。

• 前年同期（2019年4月～9月）との比較では、主な理由の回答割合（参考１）、 「職業上」を理由とする転入出先の回答割
合（参考２、３）を見ると、男女とも、概ね前年同期と同程度となっている。

（単位：件）

⑳

（4%）
（5%）

（6%）

（5%）

（1,767）

（1,097）

（1,394）

＜転出＞
尾 張 16% （15%）
西三河 17% （12%）
東三河 8% （ 8%）
静岡県 11% （13%）
東京圏 13% （13%）
その他 28%（34%）
海 外 7%  （6%）

＜転入＞
尾 張 7% （10%）
西三河 5%   （5%）
東三河 5%   （5%）
静岡県 5%   （6%）
東京圏 3%   （4%）
その他 8% （18%）
海 外 67% （53%）

＜転入＞
尾 張 10%   （9%）
西三河 7%   （5%）
東三河 4%   （4%）
静岡県 4%   （6%）
東京圏 4%   （5%）
その他 12% （21%）
海 外 59% （50%）

（87%）

（1,418）

（82%）

（81%）

（5%）

（71%）

（12%）

【参考１】 前年同期における
主な理由（上位２つ）

○男性
転入：職業上 83％、

学業上 10％
転出：職業上 86％、

結婚等 4％
○女性
転入：職業上 78％、

結婚等 9％
転出：職業上 75％、

結婚等 13％

＜転出＞
尾 張 21% （18%）
西三河 10% （10%）
東三河 13% （14%）
静岡県 6% （12%）
東京圏 16% （11%）
その他 26% （27%）
海 外 8% （ 8%）

※【参考２】、【参考３】のかっこ内の数字
は、前年同期の値

（5%）
（2%）



938 

1,149 

31

52 

2

2 

1

1 

32

25 

3

2 

転出理由

転入理由

男性 職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

734 

899

21

33

7

7

1

1

94

31

0

0

転出理由

転入理由

女性

1,241 

665 

55

30 

161

70 

111

87 

185

141 

114

97 

転出理由

転入理由

男性 職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

591 

237

70

29

278

130

76

42

192

129

92

60

転出理由

転入理由

女性

（７）－⑥ 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【日本国籍外国籍別・男女別】

• 日本国籍の男性について、転入出の理由を割合で見ると、「転入」では「職業上」（61％）、「住宅」（8％）、「結婚等」（7％）の順で高く、「転出」で
は「職業上」（66％）、「結婚等」（9％）、「住宅」（6％）の順で高くなっている。

• 日本国籍の女性では、「転入」では「職業上」（38％）、「結婚等」（21％）、「住宅」（7％）の順で高く、「転出」でも同様に「職業上」（45％）、「結婚
等」（21％）、「住宅」（6％）の順で高くなっている。男性と比べて、「結婚等」を理由とする転入出の割合が高くなっている。

• 外国籍の男女では、日本国籍の男女に比べ、転入出とも「仕事上」を理由とする割合が高い。外国籍の男性では、「転入」｢転出｣とも「職業上」
が90％を超えており、次いで「学業上」（転入4％、転出3％） となっている。

• 外国籍の女性も、「転入」「転出」とも「職業上」の割合が高く、転入では93％、転出では86％を占めている。次いで｢学業上」（転入3％、転出
2％） となっている。なお、外国籍では、男女間の差は比較的小さくなっている。

（単位：件）

㉑

（4%）

（3%）

（1,231）

（1,007）

（971）

（857）

（93%）

（93%）

（93%）

（86%）

（3%）

【日本国籍】 【外国籍】

（627）

（1,299）

（38%）

（7%）
（5%） （21%）

（45%）

（5%） （21%） （6%）

（1,090）

（1,867）

（61%）

（3%）
（8%）（6%）

（66%）

（3%）
（9%） （6%）

（2%）



（８）－① 転入・転出理由アンケート 【集計の概要】

• 集計対象月：2020年4月から2020年9月の6か月

• 件数： 3,544件 ※内訳：豊橋市 1,685件（47.5%）、豊川市 59件（1.7%）、蒲郡市 178件(5.0%）、

新城市 789件（22.3%）、田原市 753件（21.2%）、設楽町 17件（0.5%）、

東栄町 41件（1.2%）、豊根村 22件（0.6%）

＜回答の属性＞

・転入 1,751件（49%） ※内訳：男性1,069件（61.1%）、女性678件（38.7%）、未回答4件（0.2%）

・転出 1,791件（51%） ※内訳：男性1,172件（65.4%）、女性612件（34.2%）、未回答7件（0.4%）

・未回答 2件（0%）

㉒



（８）－② 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【地域別】

• 全ての地域において転入・転出の理由の１位は「職業上」となっており、その回答割合は、転入では５５．１％（西三河）～７４．１％
（海外）、転出では ４４．３％（その他県外）～６７．１％（海外）となっている。

• 前年同期（2019年４月～９月）と比較すると、転入転出とも「職業上」の割合が減少している（転入は１０．９ポイント減、転出は２４．７
ポイント減）。「職業上」を理由とする名古屋からの転入は０．７ポイントの微減である。

㉓

地域名
東三河地域への転入 東三河地域からの転出

人数 主な理由(その他除く) ※【 】は前年同期 人数 主な理由(その他除く) ※【 】は前年同期

県内

名古屋
147

（10.5%）

職業上：７１．４％ 【７２．１％】
結婚等： ７．５％ 【 ５．８％】
学業上： ５．４％ 【 ４．２％】

152
（11.6%）

職業上：６１．８％ 【７０．４％】
結婚等： ７．９％ 【１２．７％】
学業上： ４．６％ 【 ２．５％】

【住宅：２．５％】

尾張
138

（9.9%）

職業上：６６．７％ 【７１．８％】
結婚等：１０．１％ 【１２．６％】
学業上： ３．６％ 【住宅：２．２％】
生活環境：３．６％

94
（7.2%）

職業上：５５．３％ 【７９．２％】
結婚等： ８．５％ 【 ９．２％】
学業上： ７．４％ 【生活環境：１．２％】

西三河
187

（13.4%）

職業上：５５．１％ 【６６．０％】
結婚等：１７．１％ 【１２．５％】
住 宅： ８．６％ 【 ８．４％】

169
（12.9%）

職業上：５７．４％ 【７２．４％】
結婚等：１２．４％ 【１４．７％】
住 宅： ５．３％ 【 ４．１％】

県外

東京圏
171

（12.2%）

職業上：６９．６％ 【７１．９％】
結婚等： ７．０％ 【学業上：７．６％】
学業上： ５．８％ 【結婚等：６．６％】

160
（12.2%）

職業上：５５．６％ 【８１．７％】
学業上：２５．０％ 【結婚等：５．６％】
結婚等： １．９％ 【学業上：３．１％】
生活環境：１．９％、親など：１．９％

静岡県
165

（11.8%）

職業上：５７．６％ 【６２．１％】
結婚等： ８．５％ 【１５．８％】
生活環境：５．５％ 【住 宅 ：４．３％】

132
（10.1%）

職業上：４９．２％ 【７２．３％】
学業上：１２．９％ 【結婚等：８．７％】
結婚等： ８．３％ 【住宅：４．０％】

その他
395

（28.2%）

職業上：７１．６％ 【７３．７％】
結婚等： ５．６％ 【学業上：８．２％】
学業上： ５．１％ 【結婚等：５．４％】

521
（39.8%）

職業上：４４．３％ 【８１．７％】
学業上：４１．１％ 【結婚等：５．７％】
結婚等： ３．５％ 【学業上：２．０％】

海外
197

(14.1%)

職業上：７４．１％ 【８７．４％】
学業上：１３．７％ 【 ６．６％】
結婚等： １．５％ 【 ０．６％】

82
(6.3%)

職業上：６７．１％ 【７４．５％】
学業上： ４．９％ 【 ９．０％】
結婚等： ４．９％ 【 １．４％】

合計
1,400

（100%）

職業上：６７．４％ 【７８．３％】
結婚等： ７．７％ 【学業上：５．８％】
学業上： ５．４％ 【結婚等：５．０％】

1,310
（100%）

職業上：５２．１％ 【７６．８％】
学業上：２２．６％ 【結婚等：７．７％】
結婚等： ５．９％ 【学業上：２．８％】

【参考】８市町村内 349
職業上：２８．９％ 【３１．５％】
結婚等：１５．８％ 【２４．９％】
住 宅 ：１４．６％ 【１３．６％】

472
職業上：２８．６％ 【４１．８％】
結婚等：２２．９％ 【２３．６％】
住 宅： ８．１％ 【１１．４％】



251

309 

41

34

104

124

18

37

107

109

91

65

転出理由

転入理由

女性

567 

734 

265

46 

80

39

38

53 

106

91 

116

106 

転出理由

転入理由

男性
職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

（８）－③ 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【男女別】

• 転入・転出の理由を男女別で見ると、男性では、「転入」では「職業上」が69％、次いで「住宅」が5％となっており、「転出」
では「職業上」が48％、次いで「学業上」が23％となっている。

• 女性では、「転入」では「職業上」が46％、次いで「結婚等」が18％となっており、「転出」では「職業上」が41％、次いで「結
婚等」が17％となっている。

• 前年同期（2019年4月～9月）との比較では、主な理由の回答割合（参考１）、 「職業上」を理由とする転入出先の回答割合
（参考２、３）を見ると、男女とも、「職業上」の割合が減少している。特に海外からの転入の割合が、男性は３１ポイント減、
女性は４７ポイント減と大きく減少している。

（単位：件）

㉔
（17%）

（1,172）

【参考２】 「職業上」を理由とする転入出先（男性）

＜転出＞
尾 張 16% （15%）
西三河 13% （12%）
東三河 15% （ 9%）
静岡県 9% （13%）
東京圏 10% （11%）
その他 32% （29%）
海 外 5% （11%）

【参考３】 「職業上」を理由とする転入出先（女性）

＜転入＞
尾 張 25% （11%）
西三河 7%   （6%）
東三河 13%   （5%）
静岡県 10%   （4%）
東京圏 13%   （4%）
その他 22% （13%）
海 外 10% （57%）

＜転出＞
尾 張 22% （15%）
西三河 9% （10%）
東三河 20% （17%）
静岡県 5% （9%）
東京圏 13% （12%）
その他 21% （22%）
海 外 10 %（15%）

＜転入＞
尾 張 16% （ 12%）
西三河 11%   （8%）
東三河 8%   （5%）
静岡県 9%   （4%）
東京圏 11%   （7%）
その他 31% （19%）
海 外 14% （45%）

（69%）

（4%）

（48%）

（18%）

（7%）

（1,069）

（678）

（612）

（46%）

（5%）

（41%）

（7%）

（23%）

○男性
転入：職業上78％、学業上8％
転出：職業上78％、結婚等7％

○女性
転入：職業上65％、結婚等11％
転出：職業上59％、結婚等17％

【参考１】 前年同期における
主な理由（上位２つ）

※【参考２】、【参考３】のかっこ内の数字は、前年同期の値

（5%）
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（50.1%）

500

400

300

200

100

0

0

100

200

300

 0-14

15-19

20-24

25-29

30-34

35-39

40-44

45-49

50-54

55-59

60-64

65
以

上

男性
未回答
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結婚等

学業上

職業上
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300

 0-14

15-19
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35-39

40-44

45-49

50-54

55-59
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65
以

上

女性
未回答

その他

住宅

結婚等

学業上

職業上

（８）－④ 転入・転出理由アンケート 転入転出の理由【男女別、年齢別】

• 転入出の理由を年齢別で見ると、男性では、「職業上」の理由で転入出する人の割合が高くなっている。20-24歳の「転入」の
理由として「学業上」を理由とする割合が50.1%となり、同年代の最大の転出理由となっている。

• 女性も、「職業上」の理由で転入出する人の割合が高くなっている。また、20-34歳では「結婚等」を理由とする割合が、転入
は24.4%（103/422件）、転出は20.5%（85/413件）と高くなっている。

㉕

転
入

（人）

（歳） （歳）

（人）

273

433

171

167

転
出

166

154

258

88

193
167

89

123 結婚等
20歳-24歳････ 15件
25歳-29歳････ 44件
30歳-34歳････ 26件
20歳-34歳計･･ 85件

結婚等
20歳-24歳････ 18件
25歳-29歳････ 57件
30歳-34歳････ 28件
20歳-34歳計･･103件



166 

209 

35

26

62

75

8

7

44

37

43

24

転出理由

転入理由

女性

325 

374 

262

37 

45

22 

16

14 

46

35 

53

30 

転出理由

転入理由

男性

職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

【参考３】 「職業上」を理由とする転入出先（女性）

【参考２】 「職業上」を理由とする転入出先（男性）

（８）－⑤ 転入・転出理由アンケート 転入転出の理由【若年(15～29歳)・男女別】

• 15～29歳の若年男性について、転入・転出の理由を割合で見ると、「転入」では「職業上」が73％、次いで「学業上」が
7％となっている。「転出」では「職業上」が44％、次いで「学業上」が35％となっている。

• 15～29歳の若年女性では、「転入」では「職業上」が55％、次いで「結婚等」が20％となっている。「転出」では「職業上」
が46％、次いで「結婚等」が17％となっている。

• 前年同期（2019年4月～9月）との比較では、主な理由の回答割合（参考１）、 「職業上」を理由とする転入出先の回答割
合（参考２、３）を見ると、男女とも、「職業上」の割合が減少している。特に海外からの転入の割合が、男性は４０ポイント
減、女性は５５ポイント減と大きく減少している。

（単位：件）

㉖

（6%）

（35%）

（20%）

（10%）

（747）

（378）

（358）

＜転出＞
尾 張 17% （16%）
西三河 15% （13%）
東三河 13%   （8%）
静岡県 7% （14%）
東京圏 12% （10%）
その他 31%（31%）
海 外 5%  （8%）

＜転入＞
尾 張 27% （11%）
西三河 6%   （6%）
東三河 13%   （5%）
静岡県 9%   （2%）
東京圏 15%   （3%）
その他 23% （11%）
海 外 7% （62%）

＜転入＞
尾 張 15% （12%）
西三河 13%   （7%）
東三河 8%   （4%）
静岡県 9%   （3%）
東京圏 11%   （5%）
その他 32% （17%）
海 外 12% （52%）

（73%）
（512）

（44%）

（55%）

（7%）

（46%）

（17%）

【参考１】 前年同期における
主な理由（上位２つ）

○男性
転入：職業上84％、

学業上 8％
転出：職業上83％、

結婚等 5％
○女性
転入：職業上75％、

結婚等 8％
転出：職業上69％、

結婚等15％

＜転出＞
尾 張 24% （16%）
西三河 8% （11%）
東三河 21% （17%）
静岡県 5% （ 8%）
東京圏 14% （12%）
その他 20% （23%）
海 外 8% （13%）

※【参考２】、【参考３】のかっこ内の数字
は、前年同期の値

（7%） （4%）



406 

463 

224

22 

74

38 

37

50 

101

86 

113

105 

転出理由

転入理由

男性 職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

160 

271 

41

24 

5

1 

1

3 

5

5 

3

1 

転出理由

転入理由

男性 職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

167 

199

33

25

96

120

17

37

98

101

90

64

転出理由

転入理由

女性

83 

110

8

9

8

4

1

0

9

8

1

1

転出理由

転入理由

女性

（８）－⑥ 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【日本国籍外国籍別・男女別】

• 日本国籍の男性について、転入出の理由を割合で見ると、「転入」では「職業上」（61％）、「住宅」（7％）、「結婚等」（5％）の順で高く、「転出」で
は「職業上」（43％）、「学業上」（23％）、「結婚等」（8％）の順で高くなっている。

• 日本国籍の女性では、「転入」では「職業上」（36％）、「結婚等」（22％）、「住宅」（7％）の順で高く、「転出」では「職業上」（33％）、「結婚等」
（19％）、「学業上」（6％）の順で高くなっている。男性と比べて、「結婚等」を理由とする転入出の割合が高くなっている。

• 外国籍の男女では、日本国籍の男女に比べ、転入出とも「仕事上」を理由とする割合が高い。外国籍の男性では、「転入」では89％、｢転出｣で
は75％を占めており、次いで「学業上」（転入8％、転出19％） となっている。

• 外国籍の女性も、「転入」「転出」とも「職業上」の割合が高く、転入では83％、転出では75％を占めている。次いで｢学業上」（転入7％、転出
7％） となっている。なお、外国籍では、男女間の差は比較的小さくなっている。

（単位：件）

㉗

（8%）

（3%）（7%）

（305）

（215）

（132）

（110）

（75%）

（89%）

（83%）

（75%）

（19%）

（7%）

【日本国籍】 【外国籍】

（546）

（501）

（36%）

（22%） （7%）（5%）

（33%）

（7%） （19%） （3%）

（764）

（955）

（61%）

（5%）
（7%）

（3%）

（43%）

（4%）
（8%）（23%）

（7%）



（９）－① 転入・転出理由アンケート 【集計の概要】

• 集計対象月：2018年4月から2020年9月の2年6か月

• 件数：53,040件 ※内訳：豊橋市 38,347件（72.3%）、豊川市 1,118件（2.1%）、蒲郡市 3,334件(6.3%）、

新城市 4,707件（8.9%）、田原市 5,038件（9.5%）、設楽町 51件(0.1%）、

東栄町 335件（0.6%）、豊根村110件（0.2%）

＜回答の属性＞

・転入 26,863件（51%） ※内訳：男性 16,169件（60.2%）、女性 10,659件（39.7%）、未回答 35件（0.1%）

・転出 26,154件（49%） ※内訳：男性 15,154件（57.9%）、女性 10,920件（41.8%）、未回答 80件（0.3%）

・未回答 23件（0%）

㉘
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274

743

470

362

308

424

196

152

147

322

305

680

499

346

277

400

225

94

138

500

483

983

720

539

441

621

324

169

187

476

354

985

541

482

303

561

173

160

171

578

487

1208

870

552

253

430

207

132

165

1056

1,120

2704

2319

1113

867

1144

557

521

395

526

1,961

749

4014

557

2103

478

1741

82

197

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

東三河地域への転入・転出 名古屋 尾張 西三河 東京圏 静岡県 その他県外 海外

（９）－② 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【地域別】回答件数

㉙

2018年 4月
～2018年 9月

2018年10月
～2019年 3月

2019年 4月
～2019年 9月

2019年10月
～2020年 3月

2020年 4月
～2020年 9月

総数4,058人（この他、8市町村内の移動973人）

総数3,423人（この他、8市町村内の移動497人）

総数3,951人（この他、8市町村内の移動985人）

総数4,552人（この他、8市町村内の移動610人）

総数8,052人（この他、8市町村内の移動1,575人）

総数9,433人（この他、8市町村内の移動934人）

総数4,984人（この他、8市町村内の移動655人）

総数1,310人（この他、8市町村内の移動472人）

総数1,400人（この他、8市町村内の移動349人）

総数3,797人（この他、8市町村内の移動962人）

（単位：人）

4月～9月期の比較

2020年は、回答人数が大きく減少している。特に海外からの転入が
大きく減少している（2020年197人、2019年2,103人、2018年1,961
人）。2019年と2018年の回答件数や割合は類似している。

10月～3月期の比較

2019年10月から2020年3月は2018
年10月から2019年3月に比べて、海
外やその他都道府県からの転入が大
きく減少している。

※転入転出者数計には地域内移動を含む。出典は、愛知県人口動向調査
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6.1%

9.9%
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9.9%
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12.2%

7.6%

13.6%
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9.5%

12.9%

13.4%

12.5%

7.1%

12.2%

5.7%

12.2%

6.7%

13.8%

5.1%

12.2%

12.2%

15.2%

9.8%

15.0%

9.2%

14.0%

5.6%

10.6%

6.0%

10.1%

11.8%

27.8%

22.5%

33.6%

24.6%

28.2%

19.0%

28.2%

16.3%

39.8%

28.2%

13.9%

39.3%

9.3%

42.6%

14.1%

46.2%

11.8%

50.9%

6.3%

14.1%

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

東三河地域への転入・転出 名古屋 尾張 西三河 東京圏 静岡県 その他 海外

（９）－③ 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【地域別】回答割合

㉚

2018年 4月
～2018年 9月

2018年10月
～2019年 3月

2019年 4月
～2019年 9月

2019年10月
～2020年 3月

2020年 4月
～2020年 9月

【4月～9月期の比較】
2020年は海外からの転入
が14.1％に減少し、他の
地域の割合が上昇してい
る。転出も同様の傾向に
ある。
2019年と2018年は、転入
では、海外の割合が最も
大きい（2019年46.2％、
2018年39.3％）など類似
している。

【10月～3月期の比較】
海外からの転入の割合が
最も大きい(2019年10月か
ら2020年3月は50.9％、
2018年10月から2019年3月
は42.6％)。
転出では、静岡の割合が
減少している（2019年10
月から2020年3月は
10.6％、2018年10月から
2019年3月は15.0％）。



77.0%

77.0%

81.9%
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6.7%
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9.0%
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3.5%

2.5%

2.2%

1.4%

3.3%

2.9%

4.1%

4.3%

9.9%

9.9%

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

男性（全年齢） 職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

（９）－④ 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【男女別】①

㉛

2018年 4月
～2018年 9月

2018年10月
～2019年 3月

2019年 4月
～2019年 9月

2019年10月
～2020年 3月

2020年 4月
～2020年 9月

【4月～9月期の比較】
2020年は職業上を理由と
する転出が48.4％と減少
し、学業を理由とする転
出が22.6％と大きくなっ
ている。
各年、転入転出ともに、
職業上の割合が最も大き
く、概ね７割から８割程
度を占めている。

【10月～3月期の比較】
各年、転入転出ともに、
職業上の割合が最も大き
く、概ね８割程度を占め
ている。
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69.2%

69.1%
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転出
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転出
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転出
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転出

転入

転出

転入

女性（全年齢） 職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

（９）－⑤ 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【男女別】②

㉜

2018年 4月
～2018年 9月

2018年10月
～2019年 3月

2019年 4月
～2019年 9月

2019年10月
～2020年 3月

2020年 4月
～2020年 9月

【4月～9月期の比較】
2020年は職業上を理由と
する転入転出がそれぞれ
45.6％、41.0％となって
いる。
2019年と2018年は、転入
転出ともに、職業上の割
合が最も大きく、概ね６
割から７割程度を占めて
いる。

【10月～3月期の比較】
各年、転入転出ともに、
職業上の割合が最も大き
く、概ね６割から７割程
度を占めている。

女性は結婚等を理由とす
る転入転出が男性よりも
大きな割合を占めてい
る。



81.7%

76.7%

86.1%

83.5%

82.8%

83.8%

81.6%

86.7%

43.5%

73.0%

2.7%

14.9%

4.2%

10.1%

3.0%

8.1%

4.0%

4.8%

35.1%

7.2%

6.8%

2.9%

2.6%

2.0%

5.2%

2.9%

4.9%

2.1%

6.0%

4.3%

2.0%

1.6%

0.8%

1.1%

1.4%

1.1%

2.0%

1.3%

2.1%

2.7%

3.5%

2.7%

4.5%

2.4%

4.7%

2.5%

4.4%

2.6%

6.2%

6.8%

3.2%

1.2%

1.7%

0.9%

2.8%

1.6%

3.1%

2.5%

7.1%

5.9%

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

男性（若年15歳～29歳） 職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

㉝

2018年 4月
～2018年 9月

2018年10月
～2019年 3月

2019年 4月
～2019年 9月

2019年10月
～2020年 3月

2020年 4月
～2020年 9月

（９）－⑥ 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【若年(15～29歳)・男女別】①

【4月～9月期の比較】
2020年は職業上を理由と
する転出が43.5％と減少
し、学業を理由とする転
出が35.1％と大きくなっ
ている。
各年、転入転出ともに、
職業上の割合が最も大き
く、概ね７割から８割程
度を占めている。

【10月～3月期の比較】
各年、転入転出ともに、
職業上の割合が最も大き
く、概ね８割程度を占め
ている。



65.8%

73.5%

74.7%

78.5%

68.5%

74.6%

70.9%

80.7%

46.4%

55.3%

3.5%

5.2%

3.8%

4.2%

3.3%

6.5%

5.2%

4.6%

9.8%

6.9%

18.0%

11.8%

13.3%

8.8%

15.2%

8.4%

11.8%

6.1%

17.3%

19.8%

2.5%

2.3%

1.4%

1.7%

1.2%

1.2%

1.6%

1.8%

2.2%

1.9%

7.1%

5.0%

5.3%

6.0%

8.7%

7.4%

7.6%

4.8%

12.3%

9.8%

3.1%

2.3%

1.5%

0.9%

3.1%

1.9%

2.9%

2.0%

12.0%

6.3%

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

女性（若年15歳～29歳） 職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

㉞

2018年 4月
～2018年 9月

2018年10月
～2019年 3月

2019年 4月
～2019年 9月

2019年10月
～2020年 3月

2020年 4月
～2020年 9月

（９）－⑦ 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【若年(15～29歳)・男女別】②

【4月～9月期の比較】
2020年は職業上を理由と
する転入転出がそれぞれ
55.3％、46.4％となって
いる。
2019年と2018年は、転入
転出ともに、職業上の割
合が最も大きく、概ね６
割から７割程度を占めて
いる。

【10月～3月期の比較】
各年、転入転出ともに、
職業上の割合が最も大き
く、概ね７割から８割程
度を占めている。

各年、女性は結婚等を理
由とする転入転出が男性
よりも大きな割合を占め
ている。



94.4%

93.5%

91.2%

92.7%

92.9%

89.0%

93.1%

93.3%

74.4%

88.9%

1.6%

3.1%

4.5%

3.1%

2.3%

6.8%

3.1%

4.2%

19.1%

7.9%

0.8%

1.1%

1.0%

2.2%

0.3%

0.4%

0.2%
0.2%

2.3%

0.3%

0.4%
0.2%

0.6%

0.2%

0.3%
0.2%

0.1% 0.1%

0.5%

1.0%

1.8%

1.6%
2.8%

1.5%

4.1%

3.1%

3.2%

2.0%
2.3%

1.6%

0.9%

0.5%

0.0%
0.3%

0.1%

0.5%

0.3%

0.2%

1.4%

0.3%

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

男性（外国籍） 職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

㉟

2018年 4月
～2018年 9月

2018年10月
～2019年 3月

2019年 4月
～2019年 9月

2019年10月
～2020年 3月

2020年 4月
～2020年 9月

（９）－⑧ 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【外国籍・男女別】①

2020年は職業上を理由と
する転出が74.4％と減少
しているが、２位の学業
上（19.1％）に55.3ポイ
ントの差を付けている。
各年、職業上を理由とす
る転入転出が概ね９割程
度となっている。



89.5%

90.3%

77.9%

86.8%

86.5%

83.8%

85.6%

92.6%

75.5%

83.3%

2.1%

2.4%

5.1%

2.2%

2.7%

6.2%

2.5%

3.4%

7.3%

6.8%

1.7%

3.5%

2.9%

6.5%

0.7%

1.5%

0.8%

0.7%

7.3%

3.0%

0.3%

0.6%

0.2%

0.2%

0.2%
0.2%

0.1%
0.1%

0.9%

0.0%

5.7%

2.6%

13.5%

4.3%

9.8%

8.2%

11.0%

3.2%

8.2%

6.1%

0.8%

0.5%

0.4%

0.1%

0.0%

0.2%

0.0%

0.0%

0.9%

0.8%

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

転出

転入

女性（外国籍） 職業上 学業上 結婚等 住宅 その他 未回答

㊱

2018年 4月
～2018年 9月

2018年10月
～2019年 3月

2019年 4月
～2019年 9月

2019年10月
～2020年 3月

2020年 4月
～2020年 9月

（９）－⑨ 転入・転出理由アンケート 転入転出の主な理由【外国籍・男女別】②

各年、職業上を理由とす
る転入転出が概ね８割か
ら９割程度となってい
る。



（参考１）我が国の人口の推移と長期的な見通し（暫定推計）

• 我が国の人口は2008年（120,808万人）をピークに2018年には12,644万人となっている。

• 社人研は、2060年の総人口は約9,300万人まで減少すると推計している。

• 合計特殊出生率が2030年に1.8程度、2040年に2.07程度まで上昇すると、2060年は約１億人の人口となり、長期
的には約9,000万人で概ね安定的に推移すると推計している。

• 仮に合計特殊出生率の向上が５年遅くなると、将来の定常人口が約300万人少なくなると推計している。

㊲出典：まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（令和元年改訂版）

我が国の人口の推移と長期的な見通し



（参考２）県内市町村別 合計特殊出生率

• 2013年から2017年の合計特殊出生率を見ると、地域別では、製造業を中心に産業が集積している西三河地域、
知多北部地域が比較的高い。市町村別では、大府市、東海市の順で高く、愛西市、美浜町の順で低い。

• 2008年から2013年の５年間と2013年から2017年の５年間を比較すると、大府市が0.2ポイント増（1.73→1.93）とな
り、県内市町村の中で最も増加している。設楽町は0.32ポイント減（1.76→1.44）となっている。

㊳



合計特殊出生率

（参考３）東三河８市町村別 合計特殊出生率の推移

• 東三河８市町村別の合計特殊出生率は、2003年から2007年まで低下傾向にあったが、2008年から2012年値で上昇傾向と
なった。2013年から2017年値では、豊橋市、豊川市、豊根村は引き続き上昇したが、蒲郡市、新城市、田原市、設楽町、東
栄町は再び減少となった。

• 2013年から2017年値で県全体の合計特殊出生率（1.55）を上回っているのは、豊橋市、豊川市、田原市、豊根村である。

• 2013年から2017年値で国の合計特殊出生率（1.43）を上回っているのは、豊橋市、豊川市、田原市、設楽町、東栄町、豊
根村である。

㊴

出典：厚生労働省「人口動態保健所・市区町村別統計の概況」

＜備考＞市町村合併前の時期の取扱い

・豊川市：1998年～2002年以前は旧音羽町、旧一宮町、旧小坂井町、旧御津町除く

2003年～2007年は旧音羽町、旧小坂井町、旧御津町除く

・新城市：1998年～2002年以前は旧鳳来町、旧作手村除く

・田原市：1998年～2002年以前は旧赤羽根町、旧渥美町除く

・設楽町：1998年～2002年以前は旧津具村除く

・豊根村：1998年～2002年以前は旧富山村除く



• 2019年の人口性比（20-39歳女性人口100人に対する20-39歳男性人口）を市町村別に見ると、東三河では、設楽町（132.0）で最も高
く、以下、田原市（126.6）、豊根村（117.6）、豊橋市（115.0）、蒲郡市（112.6）と続き、これら５市町村は県平均（111.5）を上回っている。

• 豊川市（111.3）、新城市（110.6）、東栄町（108.6）は県平均を下回っている。

（参考４）県内市町村別 人口性比（20歳～39歳）

㊵
出典：愛知県統計課「愛知県の年齢別推計人口」



（参考５）－① 東三河８市町村別 年齢階級別人口性比①

• 2019年の人口性比（女性人口100人に対する男性人口）を市町村別・年齢階級別に見ると、豊橋市、豊川市、蒲郡市は45～49歳の人口が多く、
かつ、男性が多い。

• 新城市、田原市は65～69歳代の人口が多い。新城市は男女の人数は拮抗している。田原市は男性が多い。
• 設楽町、東栄町、豊根村は85歳以上が最も多い。
• 75歳以上になると、極端に女性が多くなっている。

㊶
出典：愛知県統計課「愛知県の年齢別推計人口(2019年12月1日現在)」



（参考５）－② 東三河８市町村別 年齢階級別人口性比②

㊷
出典：愛知県統計課「愛知県の年齢別推計人口(2019年12月1日現在)」



（参考５）－③ 東三河８市町村別 年齢階級別人口性比③

㊸
出典：愛知県統計課「愛知県の年齢別推計人口(2019年12月1日現在)」



（参考６） 東三河８市町村別 世帯構成

• 市部においては子どものいる世帯が50％程度を占めているが、山間部では、子供のいる世帯は25～30％程度に
留まっており、夫婦のみの世帯が30％程度となっている。

• 東三河のすべての市町村において、３世代以上同居世帯の割合が県平均（4.6％）を上回っており、最も高い田原
市（15.3％）は、都道府県全国１位の山形県（14.2％）を上回っている。

44出典：総務省「平成27年国勢調査」



（参考７） 東三河８市町村別 人口の増減（自然増減・社会増減）

• 豊橋市と豊川市で見られた自然増も2015年にほぼなくなり、地域全体が自然減となっている。

• 社会増は、2008年のリーマンショックを契機として転出超過となり、地域全体が社会減となっている。しかし、2011
年頃から社会減の減少幅が小さくなっており、回復基調となっている。

㊺出典：愛知県統計課「年報 あいちの人口（推計）」
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（参考８） 県内大学・大学院卒業・修了者のライフステージにおける居住地

• 2014年度に愛知県が実施した、県内大学・大学院の卒業・修了者1,008人を対象としたネットリサーチによると、
「高校卒業時」と「県内大学等の入学直後」、「県内大学等の卒業等直後」の居住地を比較すると、東三河地域で
は、5.4％から5.1％、4.8％と減少しており、大学入学時、就職時とも流出する傾向がみられる。

• 男女別にみると、男性は5.7％から6.0％、6.3％と増加しており、流入する傾向がみられる。女性は5.2％から
4.6％、4.0％と減少しており、流出する傾向がみられる。

46出典：愛知県企画課「まち・ひと・しごと創生に係る人口分析基礎調査」（2015.3調査）
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県内大学・大学院卒業・修了者のライフステージにおける居住地（全体）

名古屋 尾張 西三河 東三河 東海 東京圏 その他

名古屋 尾張 西三河 東三河 東海 東京圏 その他

名古屋 尾張 西三河 東三河 東海 東京圏 その他



（参考９） ３大都市圏の転入超過数の推移（日本人移動者）

• ３大都市圏（東京圏，名古屋圏及び大阪圏）の転入超過数をみると，３大都市圏全体では13万204人の転
入超過。前年に比べ9,951人の拡大

• 東京圏は14万5576人の転入超過。前年に比べ9,976人の拡大。24年連続の転入超過

• 名古屋圏は1万1515人の転出超過。前年に比べ4,075人の拡大。7年連続の転出超過

• 大阪圏は3,857人の転出超過。前年に比べ4,050人の縮小。7年連続の転出超過

㊼

出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」



（参考10） 東京都の転入転出の状況

• 東京都は転入超過が続いていたが、2020年5月は1,181人の転出超過となった。6月は1,661人の転入超過となっ
たが、7月（△2,426人）、8月（△4,381人）、9月（△4,360人）と3か月連続で転出超過となった。

• 新型コロナウイルスの緊急事態宣言が発令された2020年4月以降、転入者数は2019年の同月と比べて減少して
いる（2020年と2019年の差は4月△9,403人、5月△7,473人、6月＋270人、7月△5,097人、8月△7,677人、9月
△7,151人）。2020年7月以降の転出者数は、2019年と比べて増加傾向にある。

㊽

出典：東京都HP「東京都の統計」


